
なければならなhか、
という波必が山て

くるわけだ。

＼

だがそういう次だだけで見ると、
かつ

て一
丸一一一O年にとFもっ
たような孤立感

を再び味わうかもしおな
い
し、
その
紡

慨新ア
占vydv、‘，W

F
hE’
米中両国は来る一
月一
日に国交を
縦波

JB
’一
する。
こうして七0年代に残された
減佼

B，L河
の京大な
外交懸案が一
挙に決泊するζと

～喧
となっ
た。
一
九七一
年の
よ
クソy・ザ

ーー一
gyクu
とそれに
続く翌七二
年のニ
クy

樋喝
y
訪中以来はや七年、
い
ずれ近い
将来r

Ea’
は来るべ
きWH
態であっ
たという感慨とと

ヒ，h
もに、
やはり長い道程であったとの
印象

ヨ勾J
も否定しがたい。

，

渇凶圃寸
さて、
ふ同の米中国交樹立は、
次の一二

EEF
つの点で、
きわめて象徴的な
緩史
的意味

h
ド
をもっている。

J

E・E・－－－

－

ta

まず第一
一は、
第二次大戦後のアジアに

虫、
おける悶際秩序を規定した、
口わゆるヤ

ー、ー，F
ん
夕日ポツダム体制が、
来る一
九八O年

を期していよいよ円以後的な
終需を迎えよ

うとしているとき、
米中凶係が
紬後アジ

II 

， 

川市、
おかしなとζろへ
行く吋能性も強く

なると思う。

そうずはなくて、
別訟の米中国交紛立

ないし日中友好条約が、
アジア全体にお

かる戦争の
可能性をできるだけ述からし

めるものだという方向に、
各国が品捌いて

いくように、
日トーとしても働きかける必

必があるのではないか。
つまり、
日限山

係における経済的な商、
文化的な．両をで

きるだけ強調するようにして、
カとい
う

ア
ン〆

ア史における冷戦と
熱戦の曲折した軌跡

ののちに、
ょうヤく今Uの到述点にいた

っ
たととである。
米中関係は、
ζうした

ヤルタHポツダム体制に内在した、
現代

史の
巨九棋「行き迎い」
でも
あっ
た
の

だ。思えば、
ヤルタ協定（密約）
で約束さ

れた一
九四五年の中ソ友好同盟条約がや

がて中経人民共和同に引き継がれるかた

ちで一
九五O年には中ソ友好同盟栂互銀

助条約が結ぼれたのであっ
たが、
との条

約をめぐってはスターリンと毛沢東との

俄烈な角逐があっ
たにもかかわらず、
ア

メpカ側は結品、
表向き喧伝されたH中

ソ友好と一
枚岩的団結d
の
神
話に
と
ら

＆れて「中凶の髭
失」、
さら
に
は「中国

仇トl化の獲失」
と附じ、
hγがて朝鮮戦

争を経てベトナム戦争にいたるまで周知

の氷山・対決の図式を形成してしまっ
たの

であるそうであるたけに、
じ0年代初頭以来

の米中接近は、
アジアの間際烈境にきわ

めて大きな変化をもたらした
の
で
あ
る

ものが般本的には文化的、
経済的なもの

から山てくるんだとい
う必山帥の上にす．っ

て、
小川ないしアメリカあるいはソ辿に

も働きかけていく必要があるとい
う感じ

がする。一
ヲ

寸4

b
E

d叶H・’

S
出HHJ

B鴨川叫V

な
か
じ
ま

み
ね
お

ド
控
訴
外
同
紙
大

学
教
授（
現
代
小
同
必
・

国
際
関

係命）
。

一
九三六年生まれ。
ぃ決京外国務大伊

小
同科
卒
後、
市
京
大
学
大
学
院
同
際
関

係論
修
了。
務
J－
中
同
像
の
検
川銅山

『円本外交の選択』
『巾ソ対立
と
現

代』
など、
また
『米中銭近』
の
訳作

など。
中が、

布の巾ソぷ好同盟相互銀助条約が来

る一
九八O年には一一一O年にわたる長期の

期限を終わるととにより、
文字通りヤル

タ体制が終おしようとする矢先、
阪出入は

大きく旋閉して、
米中の
図い
結合をもた

らそうとしている。

「
台
湾
の
優
先
順
位
は
低
下
し
た」

m－一には、
とうした
厩史の
航
跡
を
経

て、
いよいよ
米中間交が山倒立されようと

する今日、
アジアの国限潔境は、
七0年

代初頭の米中接近の時期とはさらに大き

く拠なる状況にあり、
まさに新しい
冷般

としての「なまぬるい
戦争（
のoa
毛田『）」

がい
まや金枇界的な規模で拡大しつっち

るなかで、
米小関係がい
ずれもソ辿との

激しい
競合もしくは政対のなかで一
挙に

強化されようとしているζとである。

かつて米中接近は、
円わゆる緊強緩和

の象徴的なドヲマとして受けとめられた

が、

米中接近の次のステγプであっ
た米

中間交がいま刷倒立されるというのに、
呪
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態
を
緊間以
緩
和の
構図
で
展
望
す
る
と
と
は
も

は
や
不
可
能に
なっ
て
い
る。

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に、
今
日
の
国
際
政
治は、

大
国
間の
戦
略
的
角
逐と
抗
争に
よっ
て
隈
取

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る。
今
回の
米
中
国
交
樹

立
は、
そ
れ
自
体と
し
て
は、
米
中二
国
間の

歴
史
的
な
懸
案の
処
理
で
あ
り
な
が
ら、
も
は

や
そ
の
よ
う
な
枠
組
み
を
超
えて、
国
際
政
治

の
全
局
面に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
ずに
は
お

か
ない
で
あ
ろ
う。

今
回の
米
中
国
交
樹
立に
大
き
な
役
割を
演

じ
た
プ
レ
ジ
ン
ス
キ
1
米
大
統
領
補
佐
官
は、

去
る
五
月
訪
中
し
た
際
「
米
中両
国は
今
日の

世
界の
多く
の
地
域
で
平
和に
口
献
し、
ま
た

帝
国
主
義
者の
も
く
ろ
み
を
防
止
す
る
ζ
と
が

で
き
ま
す」
（
五
月二
O
日、
北
京
歓
迎宴で

の
挨
拶）
と
跨っ
て、
わ
れ
わ
れ
を
唖
然と
さ

せ
た
と
と
が
あ
る。つ
ま
り、
と
の
発
言のコ
ン

テ
ク
ス
ト
か
ら
す
る
と
ア
メ
H
カ
は
帝
国
主
お

で
あ
り
え
ない
ば
か
り
か、
米
中
前
固に
とっ

て
帝
国
主
義と
は
ソ
連以
外の
な
に
も
の
で
も

ない
の
で
あ
る。
そ
し
て
今
U
の
中
国の
世
界

認
滋が
と
の
点で
プ
レ
ジ
y
ス
キ
i
術
佐
官に

代
表
さ
れ
る
見
解
と
完
全に一
致
し
う
る
も
の

で
あ
る
と
と
はい
う
ま
で
も
－ない。

と
と
ろ
で、
ヵ
1
タ
1
政
織に
お
け
る
プ
レ

ジ
ン
ス
キ
1
氏の
立
場に
比
日し
得
る
中
国
側

の
政
策
形
成者と
し
て
は、．
軟
路・
巾・
同北ハ
践・

党
対
外
迎
絡
部
長を
挙
げ
る
と
と
が
で
き
よ

う。
長
く
外
交
畑
を
歩い
て
き
た
と
のベ
テ
ラ

ン
は、
昨
七
七
年
八
月に
党
中
央
政
治
川安
μ

k
m汁
巡
し、
七
八
年
三
月に
は
国
務
院
副
総
理

K
も
怠っ
た
が、
円以
近の
中
国
外
交に
お
け
る

活山附に
は
目
覚ま
しい
も
の
が
あ
る。
そ
の
秋

嶋
は、
一
九
七
六
年
八
月、
中
間
内
部
で
お
と

な
わ
れ
た
米
中
関
係に
つ
い
て
の
非
公
開
演
設

で、
台
湾
問
題
はい
ま
や
米
中
間に
とっ
て
優

先
順
位の
低い
山
凶に
なっ
て
い
る
と
と
を
説

い
た。
さ
らに、
今
回の
米
中
国
交へ
の
礎
石

を
悶
定
し
た
と
も
思
わ
れ
る
と
の
淡
説
で、

「
今
日の
世
界
的
勢に
直
函
し
て、
ま
ず
第一

に
対
処
すべ
き
は、
ソ
修
社
会
帝
国
主
義とい

ぅ、
ζ
の
第一
号の
敵
で
あ
り、
そ
の
他
の
問

凶
は
そ
の
次の
と
と
な
の
で
す。
大
勢の
赴
く

と
ζ
ろ、
ア
メ
リ
カ
は
と
の
問
題に
つ
い
て
お

の
ず
か
ら
依
訴に
考
成し、
そ
の
政
策
を
変
え

る
こ
と
に
な
る
で
しょ
う」
（
軟
路
「
中
米
外

交
関係
上
の一
転
換
点」
一
九
七
六
年
八
刀

二
四
日）
と
語っ
て
い
た。
ま
さ
に、
と
の
秋

回開
演
説の
延
長
線
上
に
今
回の
米
中
国
交
樹
立

が
お
と
な
わ
れ
た
と
もい
え
る
の
で
あ
る。

中
ソ
条
約
の
廃
棄
通
告
前
に
米
中
正
常
化

そ
れ
に
し
て
も、
今
回の
米
中
凶
交
樹
立

が、
一
般の
予
似に
反
し、
ま
た
ア
メ
リ
カ
議

会
や
国
務
省の一
般
的
見
解に
も
反
し
て、
ま

さに
ホ
ワ
イ
トハ
ウ
ス
の
主
導
に
よっ
て
か
く

も
唐
突に
災
現
し
た
背荻は、
な
に
か。
も
と

よ
り、
カ
ー
タ
l
政
織の
登
場以
米、
米
中
同

交は、
や
が
て
来
るべ
き
懸
案と
し
て
誰
も
が

認
め
て
い
た
し、
新
政
熔
発
足
時に
早
期
国
交

樹
立の
見
直
し
さ
え
誤
ら
れて
い
た
と
ろ
に

は、
ね
自
身、
・中
間
選
挙
以
後に
な
る
の
で
は

ない
か
と
推
測
し
た
と
と
も
あっ
た。

確か
に、
ヵ
1
タ
l
政
権
内
部に
は、
先の

プ
レ
ジ
ン
ス
キ
1
補
佐
官
を
は
じ
め、
シュ
レ

ジ
ン
ジ
ャ
ー・
エ
ネル
ギ
ー
長
官、
オ
クセ
ン

パ
l
グ
国
家
安
全
保
隊
会
議ス
タ
y
フ、
ホ
ル

プ
ル
ッ
ク
京ア
ジ
ア・
太
平
洋
担
当
国
務
次
官

補
ら
米
中
関
係
正
常
化に
熱
心
な
顔
触
れ
が
多

激
存
在
し
た
し、
ア
メ
リ
カ
の
中
凶
研
究
者の

多
く
も、
と
れ
ら
の
ス
タy
フ
と
の
迎
制
下
に

あっ
て
政
策
形
成に
与
っ
て
い
た。
と
う
し

て、
ヵ
l
タ
l
政
織
と
し
て
は、
中
間
選
挙に

よっ
て
内
政
を
問め
て
か
ら
の
疎
題
と
し
て
均

到に
準
備
し
て
き
た
も
の
と
予
測
さ
れ
は
し
た

が、
伝
え
聞
く
と
ζ
ろに
よ
る
と、
と
う
し
た

市
仰の
過
程は
最
後の一
O
臼
問
ほ
ど
で
米中

両
側
の
あい
だ
で
急
速に
煮つ
ま
り、
一
栄に

今回の
よ
う
な
共
同
発
表に
い
たっ
た
よ
う
で

あ
る。もと

よ
り、
そ
の
よ
う
な
決
断
の
背
長
に

は、

燐航
しつ
つ
あ
る
S
A
L
T
安沙に
前
而

し
て、
円以
後に
残
さ
れ
た
「
チャ
イ
ナ・
カ
ー

ド」
をい
か
に
効
果
的に
使
うべ
き
か
とい
う

考
慮
も
働い
た
で
あ
ろ
う
し、
ア
メ
ヲ
カ
国
内

の
台
湾
擁
護
派に
たい
し
て
は、
彼
ら
が
同
時

に
反
ソ・
反
共
派
で
も
あ
る
の
で、
対ソ
強制宵

を
と
う
し
て
鮮
明に
す
る
と
と
に
よっ
て、
内

政
的に
も
ζ
の
決
断
を
乗
り
切
れ
る
とい
う
考

胤
も
働い
た
で
あ
ろ
う。
そ
し
て、
イ
ラン
的

努の
流
動
化
や
ソ
越
友
好
協
力
条
約
に
よっ

て、
駒
大
す
る
ソ
迎の
践に
対
処
すべ
き
必
要

か
ら
も、
米
中
凶
交へ
の
日
程は
ポつ
まっ
て

い
た
よ
うに
思
わ
れ
る。

一
方、
中
国
側
と
し
て
は、
最
近の
非
毛
沢

東
化へ
の
動
きに
明
白
な
よ
うに、
「
四つ
の

現
代
化」
とい
う
同家
間
椋
を
悶
め、
世
界
戦

略
と
し
て
の
反
「
羽
織」
戦
略
を
強
化
す
る
た

め
に
も、
当
面の
・中
国に
とっ
て、
日
中
関
係

に
次
ぐ
米
中
関
係の
強
化
が
緊
急の
課
題
で
あ

っ
た
と
と
はい
う
ま
で
も
ない。

と
う
し
た一
般
的
状
況に
加
え
て、
と
と
で

注
目
すべ
き
問
題
は、
過
般の
n
中
平
和
友
好

条
約
交
渉
に
際
し
て
中
国
側
が
日
本
側
に
H
約

束H
し
た
と
と
ろに
従
え
ば、
中ソ
友
好
同
盟

相
互
援
助
条
約に
か
ん
す
る
雌来一泊
告
を、
米

る
凶
月
ま
で
に
お
と
な
わ
ね
ば
な
ら
ない
円
程

に
迫
ら
れ
て
い
た
と
と
で．あ
る。
・中ソ
友
好
同

盟
相
互
援
助
条約は、
「
期
間
満
了の一
年
前

ま
で
に
締約
国の
い
ず
れ
か一
方
が
廃
楽の
希

穏
を
ぷ
明
し
ない
と
きに
は、
五
年
間
延
長
さ

れ、
か
っ
ζ
の
方
法に
よっ
て
順
次
延
長さ
れ

る」
（
同
条
約
第六
条）
の
で
あ
り、
そ
れ
は

一
九五
O
年二
月一
四
日に
調
印
さ
れ、
同
午

四
月一
ご
け
に
中ソ
両
国で
批
継
さ
れ
た
の
で

あ
る
か
ら、
と
の
四
月は、
い
ず
れ
に
せ
よ
大

き
な
歴
史
の
転
換
点
な
の
で
あ
る。

そ
し
て、
中
国の
従
来の
主
阿波ど
お
り、
と

の
中ソ
条
約が
・泌
楽
さ
れ
る
と
と
に
な
れ
ば、

今
日
の
中ソ
冷
戦
下に
あっ
て、
中
国
と
ソ
述

は
文
字
通
り
敵
対
固に
な
る
の
で
あ
り、
y
述

か
ら
す
る
中
国へ
の
攻
撃に
たい
す
る
国
際
法

上
の
拘
束
は一
切
解
除
さ
れ
る
が
ゆ
えに、
巾

凶
の
安
全
保
附は、
さ
らに
恥引
か
さ
れ
る
ζ
と

に
な
ろ
う。
中ソ
友
好
同
盟
相
互
援
助
条
約
を
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恥咽’
廃楽する以前に米中国交をど立すべ
き必

島田芳
要性除、
きわめて高かったのである。

s’
とうした大きな戦略的限題
を
ま
え
に

knH
し、
さらに中川の勺耐の内
外政策に照ら

ムtE
せぽ、
従来、
米中間の谷聞に存在してき

恥劃似
た台湾および台湾問題の処理という固有

hF

 

．．

 

4
な問題段、
もはや二の次、
三の次の問題

F
BF
になっていたといっ
てよいであろう。

品vJ
もとより、
米台同交断絶以後も、
「辺

、、w
m・
文化その他の
飢域」
での米台関係は

噌r
維持されるのであるし、
中国が台湾を武

戸ゾ
カ解放するととはあらゆる角度から見て

色動圃
非現実的であるので、
台湾は依然として

’SF冶
M台湾として。
持続するであろう。
今日

J、．一樹交国中米

の
中ソ関係に照らせば、
米寧のアジアに

おけるプレゼンスを欲する
中
国
に
とっ

て、
アメリカからの台湾への武総輸出の

間泌さえ、
もはや狛療を感ずる
問題では

なくなりつつ
あるといってよい。

一
方、
台湾とソ
連との接近も当然考え

られようが、
ソ
連としては中圏内政が非

毛沢東化の
方向へ
流動化しており、
昨今

では、
「説ソ派」
拶
徳悦の

名将回復さえ

伝えられる折だけに、
ソ迎にとっての
最

大の戦略目標である中ソ改普への
将来の

可能性を台念しにするような台湾との
結

びつきには慎重にならざるをえないであ

ろう。

一－ー」画抽』品畠

米中国交樹立への口火t:切ったプレジンスキー米
穴統領補佐官の中国筋問。B小平副主席との会後
て lま台湾問題が懸案にな。 た （197�手5月l-WWP

戦
後
世
界
の。ノ
フ
ン
ス
が
崩
れ
る
危
険
性

あえて三段倫訟を誠みるなら、「紛松」

条項入り日中条約の
締結がy
迎を
刺激し

て過般のソ越条約を生み、
イyドシナ半

ぬへのソ
連の著しい
進出が今回の
米中国

交を早めた、
とい
えなくもない。
n中条

約への
歴史的な巡択が今日の凶際環境を

十分に展望して恋されたものではなく、

もっぱら日中二国間の固有の
伝統的な枠

組みのなかで懸案処理のための外交とし

ておζなわれたととの危険か代償に
つい

ては、
私自身、
とれまでにもしばしば指

摘してきたつもりである（拙稿「日中条約

の国際環境
｜｜平和の選択か、
危険な同

盟か
｜｜」『世
界』一
九七八年一
O刀号、

および「防衛戦時としての
ロ
本外
交」

『中央公論』一
九七九年新年号、
参照）。

ζうして、
今回の米中国交樹立は、ソ連

のアジア機略をさらに活性化するであろ

うし、
とのととはアメ9カの「アジアか

らの
撤退」
を大きく変更させる方向に結

果しようとしている。
とうして、
アジア

の緊張は溶在的に高まるであろう。

日中と米中の
辿初段、
日米安保体制を

中間に挟んで、アジア・太平洋地域におけ

る反
「覇権」
迎合の形成を必然化させ、

中国位、「新しい
東方のNATO」
形成へ

向けてすでに日米安保泳別を米中関係の

科病みの乱かにOVづ
りてきていた。
ォ：閣の防衛力強化トめ中国側め舷欣ゃ、

日
米安保条約容認への
小閣の段近の
変化

は、
とのような座標軸においては当然の

帰結であっ
た。
つ
まり、
日中条約の選択

は、
とうしてわが国が好むと好まぎると

にかかわらず、
新しい
冷戦としての今日

の
全陀界的な「なまぬるい
ぬ争」
に巻き

込まれるべ
き8市民権H
を握らされたと

もい
えよう。

ζうした文脈のなかで、
わが国の臼中

提携尚治の・なかに、
中間の右のような鼓

吹を受け入れ、
わが国自身の対ソ抗戦力

を強化すべ
きζとを主張する意見さえ出

はじめているのは、
きわめて危険な方向

だといわねばならない。
もとより、
わが

国の政府当局は「全方位外
ぎ
を唱えて

きたととに見られるように、
そのような

方向へのわが国の転進を決断するまでに

はいたっていない。
しかし、
問問問位、
ζ

のような図際環境のダイナミックな変化

にたいして、
依然として無自覚なまま、

日中は日中、
米中は米中として成り行き

にまかせているその
術性にとそあろう。

米中国交の樹立は、
現代史の猛雨宮なエ

ポックであろうが、
それは同時に、
ヤル

タ1ポツダム
体制のもとで、
ともかくも

獄後世界平和を維持せしめてきた一
つの

主要なバランスが、
崩れるのではないか

とい
う、
不気附叫4弘
前兆さえ必じさせすに

舷おか挙いのであ暢花

朝日当ド剖L16 978. 12.29 




